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(54)【発明の名称】 液晶表示装置および携帯端末機器

(57)【要約】
【課題】表示画面を通して入出される電磁波を防ぎ、こ
の電磁波シールドでもって液晶表示装置自体の、もしく
は周囲の電子機器の誤動作などのさまざまな悪影響をな
くす。
【解決手段】液晶表示装置７によれば、カラー液晶表示
パネル８とバックライトユニット３とがケース９内に収
まり、透明基板１０の上に透明導電膜１１を被着し、そ
の透明基板１０を液晶表示パネル８の表示画面側に配設
する。この透明導電膜１１をケース９に電気的に導通さ
せ、ケース１０をアース（接地）することで、電気的に
グラントに通電され、これによって液晶表示パネル８を
電磁シールドする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】液晶表示パネルの表示画面側に透明導電膜
を被着し、この透明導電膜を電気的にグラントに通電す
べくアース手段を配設して、上記液晶表示パネルを電磁
シールドせしめることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】前記アース手段が液晶表示パネルの筐体で
あることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】前記透明導電膜の外面上にタッチパネルを
配したことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項４】前記タッチパネルが合成樹脂材からなる抵
抗式タッチパネルであることを特徴とする請求項３記載
の液晶表示装置。
【請求項５】請求項４の液晶表示装置を搭載した携帯端
末機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は電磁波の影響を少な
くしたり、その影響をなくした液晶表示装置に関するも
のである。とくにPET-PETタイプなどの合成樹脂材から
なる抵抗式タッチパネルを用いたことで、その影響によ
る弊害をなくすことができた液晶表示装置に関するもの
である。さらに本発明の液晶表示装置を搭載した携帯端
末機器に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来の液晶表示装置を図４により述べ
る。この液晶表示装置１は、ＳＴＮ型やＴＦＴ型のカラ
ー液晶表示パネル２と、このパネル２の背面に配したバ
ックライトユニット３とがケース４内に収まっている。
【０００３】液晶表示パネル２は、２枚の透明ガラスの
間に液晶層を介在し、さらに透明ガラス基板や回路基板
の上に駆動用ＩＣを設けたものである。
【０００４】このような構成の液晶表示装置１によれ
ば、そこから放出される電磁波でもって、周辺の機器な
どに悪影響を及ぼしている。
【０００５】そのような電磁波ノイズの放出を抑える対
策(ＥＭＩ対策)を施すべく、透明ガラスの内面に透明導
電膜を配置し、電磁波シールドする技術が提案されてい
る(特開平５－４２８６号参照)。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記の
技術においては、電磁波シールド用の透明導電膜を液晶
表示パネル２の内部に形成したことで、その膜厚によ
り、次のような課題がある。
【０００７】すなわち、液晶層のセルギャップに光の透
過率が大きく左右されることから、その透明導電膜を設
けたことで、セルギャップに影響を及ぼし、製造上のさ
まざまな要因により均一な膜厚の透明導電膜を形成する
ことがむずかしくなり、これに起因して、局所的な透過
率の差でもって色ムラなどが発生していた。
【０００８】また、液晶表示パネル２を駆動させる時に
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絶えず一定の期間毎に電極に印加するような電圧変化を
おこなっているが、電磁波シールド用の透明導電膜を液
晶表示パネル２の内部に形成すると、その時に発生する
液晶表示パネル２の内部からの電磁波ノイズをシールド
することは十分ではなく、その電圧変化に起因する電磁
波ノイズが表示画面側に放出されていた。
【０００９】また、最近の携帯端末用の電子機器におい
ては、図４に示す液晶表示装置１をベースにして、図５
に示す如く、とくに電磁波シールド用の透明導電膜を液
晶表示パネル２の内部に形成しないにしても、さらに表
示画面上にタッチパネル５を取付け、これによってキー
ボードや操作ボタンを無くし、携帯性を高めた液晶表示
装置６が提示されている。
【００１０】このようなタッチパネル方式の液晶表示装
置６においては、電磁波シールド用の透明導電膜に代え
て、タッチパネル５でもって周りの電子機器との間にて
同様に電磁波シールドができるが、その反面、タッチパ
ネル５自体が電磁波の影響を受け、これによって誤動作
が生じやすかった。
【００１１】しかしながら、この点の課題も、タッチパ
ネル５のデータ取込みのタイミングをはかることで、そ
のような誤動作が回避できるようになった。
【００１２】したがって、かかるタッチパネル方式の液
晶表示装置６においては、表示画面側の電磁波シールド
は、まったく課題にあげられていなかったと言える。
【００１３】ところが、近年、タッチパネル方式の液晶
表示装置６が携帯端末機器に用いられるようになると、
その使用範囲はきわめて広範囲になり、周囲の電子機器
によっては、その強い電磁波の放出により、液晶表示装
置６がダメージを受ける場合があった。逆に、液晶表示
装置６から漏れ出た電磁波が、鋭敏に感受する電子機器
の傍に存在することで、その機器に対し誤動作などのダ
メージを与える場合があった。
【００１４】そして、近年、タッチパネル５に抵抗式タ
ッチパネルが使用されるが、このタイプにおいては、よ
り携帯性を高めるために基板用の材質として、主流のガ
ラス基板－ガラス基板の貼り合わせタイプに代えて、最
近ではPET-PETタイプなどの合成樹脂を使用したものが
提案されている。
【００１５】このPET-PETタイプの抵抗式タッチパネル
は、PET材質を基板材にしていることから、軽量化と柔
軟性が得られるようになった。
【００１６】しかしながら、このようなPET-PETタイプ
の抵抗式タッチパネルを液晶表示面側に配置すると、表
示面から放出される電磁波ノイズの振動に反応(共振)
し、音を発するという課題もある。
【００１７】以上のとおり、図４に示す液晶表示装置
や、図５に示す如く携帯性を重視した液晶表示装置にお
いても、表示面から放出される電磁波を十分にシールド
することができず、これによって、液晶表示装置から放
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3
出される電磁波が周りの電子機器に誤動作を生じさせて
いた。
【００１８】また、周りの電子機器から発せられた電磁
波が、その液晶表示装置の表示面から入り込み、この装
置に対し誤動作を生じさせることもあった。
【００１９】その上、とくにカラー液晶表示装置などの
鮮鋭な画像が求められる利用分野、とくに携帯端末機器
などの小型端末においては、以上のような放電シールド
という課題に対し、その改善をおこなっても、画質の低
下を招かないようにしなければならないことは、言うま
でもない。
【００２０】したがって、本発明は叙上に鑑みて完成さ
れたものであり、その目的は表示品位を高めるととも
に、表示画面を通して入出される電磁波を防ぎ、この電
磁波シールドでもって液晶表示装置自体の、もしくは周
囲の電子機器の誤動作などのさまざまな悪影響をなく
し、これによって高品質かつ高信頼性の液晶表示装置を
提供することにある。
【００２１】また、本発明の他の目的は表示画面を通し
て入出される電磁波を防ぐだけではなく、その装置全体
を通して入出される電磁波を防ぎ、電磁波障害に対し強
い液晶表示装置を提供することにある。
【００２２】さらにまた、本発明の他の目的はPET-PET
タイプなどの合成樹脂材からなる抵抗式タッチパネルを
液晶表示面側に配置した液晶表示装置において、表示面
から放出される電磁波ノイズの振動に反応(共振)に起因
する発生音を下げたり、無くした高品質な液晶表示装置
を提供することにある。
【００２３】また、本発明の目的は、かかる本発明の液
晶表示装置を搭載したことで、その装置の効果のすべて
を奏した携帯端末機器を提供することにある。
【００２４】
【課題を解決するための手段】本発明の液晶表示装置
は、液晶表示パネルの表示画面側に透明導電膜を被着
し、この透明導電膜を電気的にグラントに通電すべくア
ース手段を配設して、上記液晶表示パネルを電磁シール
ドせしめることを特徴とする。
【００２５】本発明の他の液晶表示装置は、前記アース
手段が液晶表示パネルの筐体であることを特徴とする。
【００２６】本発明のさらに他の液晶表示装置は、前記
透明導電膜の外面上にタッチパネルを配したことを特徴
とする。
【００２７】また、本発明の液晶表示装置は、前記タッ
チパネルが合成樹脂材からなる抵抗式タッチパネルであ
ることを特徴とする。
【００２８】さらにまた、本発明の携帯端末機器は、本
発明の液晶表示装置を搭載したことを特徴とする。
【００２９】
【発明の実施の形態】本発明の液晶表示装置を（例１）
～（例３）にて図でもって説明する。
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【００３０】（例１）図１は本発明の液晶表示装置７の
断面概略図であり、図６は液晶表示装置７の液晶表示パ
ネル８の要部構造を示す。
【００３１】図１に示す液晶表示装置７によれば、ＳＴ
Ｎ型のカラー液晶表示パネル８と、このパネル８の背面
に配したバックライトユニット３とが金属製のケース９
内に収まっている。本例ではカラー液晶表示パネル８を
ＳＴＮ型にて説明するが、ＴＦＴ型でもよい。
【００３２】また、液晶表示パネル８の表示画面側に透
明導電膜を被着している。この被着は直に設けてよい
が、図１に示す如く、ガラスやアクリル板などの透明基
板１０の上に透明導電膜１１を被着し、その透明基板１
０を液晶表示パネル８の表示画面側に配設してもよい。
【００３３】そして、このような透明導電膜１１をケー
ス９に電気的に導通させ、その金属製のケース１０をア
ース（接地）することで、電気的にグラントに通電さ
れ、これによって液晶表示パネル８を電磁シールドす
る。本例では、アースされたケース９でもって前記アー
ス手段と成す。
【００３４】上記のように透明導電膜１１をケース９に
電気的に導通させる構成を図９～図１２に示す。
【００３５】図９は接触導通、図１０は接着導通、図１
１はＴＡＢ方式、図１２はケース以外と電気的にアース
と導通する金属線方式である。
【００３６】かくして本発明の液晶表示装置７によれ
ば、液晶表示パネル８が電磁シールドされたことで、表
示品位を高めるとともに、表示画面を通して入出される
電磁波を防ぎ、この電磁波シールドでもって液晶表示装
置自体の、もしくは周囲の電子機器の誤動作などのさま
ざまな悪影響をなくした。しかも、本発明においては、
その装置全体を通して入出される電磁波を防ぎ、電磁波
障害に対し強い液晶表示装置７となった。
【００３７】（好適例）透明基板１０の上に透明導電膜
１１を被着したものを用いる場合には、次のような構成
にするとよい。
【００３８】透明基板１０には軽量かつ高い透過率が得
られるという点でアクリル樹脂板を用いるとよく、この
基板１０の上に形成する透明導電膜１１は、面積抵抗、
膜厚、透過率により最適な条件を決める。
【００３９】透明導電膜１１としてＩＴＯ膜をスパッタ
リング法や蒸着もしくは塗布により成膜形成するに当
り、膜の抵抗率ρ(Ω・cm)と、面積抵抗Ｒ(Ω/□)と、膜
厚ｄ(Å)との間には下記の関係がある。
【００４０】ρ = Ｒ・ ｄ×１０-3

抵抗率ρを2.0×10-3Ω・cm とすると、膜厚200Åで100
Ω/□、670Åで30Ω/□、2000Åで10Ω/□の抵抗値とな
る。また、膜厚ｄによりその透過率は波長に依存し、図
１３に示すように極小値と極大値が存在する。光の波長
が550nmにおいて、透過率が85%以上の高透過率が得られ
ると、面積抵抗Ｒは70～500Ωと12～25Ωの範囲にな
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る。
【００４１】次に液晶表示パネル８の構成例を示す。図
６は液晶表示パネル８の要部拡大断面図である。
【００４２】この液晶表示パネル８は完全なる透過型で
も、あるいは反射型であっても、さらには半透過型の液
晶表示装置でもよく、本例ではバックライトユニット３
を用いることで、透過型または半透過型になる。もし、
このバックライトユニット３を用いない場合には、反射
型である。
【００４３】図６に示す液晶表示パネル８によれば、ガ
ラスや合成樹脂からなる透明基板１２と透明基板１３と
を対向配設するが、透明基板１２の外面上にポリカーボ
ネイトなどからなる位相差板１４とヨウ素系の偏光板１
５とを順次積み重ね、透明基板１３の外面上にポリカー
ボネイトなどからなる位相差板１６とヨウ素系の偏光板
１７とを順次積み重ねる。これらはアクリル系の材料か
らなる粘着材を用いて貼り付ける。
【００４４】同図において、さらに偏光板１７の上にバ
ックライトユニット３を配設している。バックライト３
は導光板１８の端面に冷陰極管やＬＥＤなどの光源１９
を配置し、光源１９の照射光を導光板１８に導入し、こ
の導光板１８より液晶表示パネル８に対し光出射させ
る。
【００４５】また、液晶表示パネル８においては、透明
基板１２上には信号電極２０と、一定方向にラビングし
たポリイミド樹脂からなる配向膜（図示せず）とを順次
形成している。なお、信号電極２０と配向膜との間にＳ
ｉＯ

2
等からなる絶縁層を介在してもよい。

【００４６】ガラス基板などからなる透明基板１３の内
面には反射膜もしくは半透過膜２１を形成し、この膜２
１の上にカラーフィルタ２２を設けている。さらにカラ
ーフィルタ２２の間にアルミニウムやクロムなどの金属
からなる薄膜もしくは感光性レジストにて形成した遮光
膜であるブラックマトリックスを形成してもよい。
【００４７】そして、カラーフィルタ２２の上にＳｉＯ

2
や樹脂からなるオーバーコート層２３を被覆し、オー
バーコート層２３の上に走査電極２４と、一定方向にラ
ビングしたポリイミド樹脂からなる配向膜（図示せず）
とを順次形成している。この走査電極２４は上記信号電
極２０と直交している。なお、走査電極２４と配向膜と
の間にＳｉＯ

2
等からなる絶縁層を設けてもよい。

【００４８】膜２１を反射膜でもって構成すると、反射
型の液晶表示装置７となり、一方、半透過膜にすると半
透過型の液晶表示装置７になる。
【００４９】この半透過型の液晶表示装置７によれば、
半透過膜２１は光透過性と光反射性の双方の特性を具備
しており、しかも、２枚の偏光板の間に挟んだ時に位相
差を生じないようにする。
【００５０】また、反射膜もしくは半透過膜２１は鏡面
性であっても、散乱性を有していてもよい。散乱性を有
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する膜２１を作製するには樹脂によって凹凸形状とな
し、その上に反射膜や半透過膜を形成すればよい。
【００５１】上記カラーフィルタ２２は顔料分散方式、
すなわちあらかじめ顔料（赤、緑、青など）により調合
された感光性レジストを基板上に塗布し、フォトリソグ
ラフィにより形成する。
【００５２】このように形成した各透明基板１２、１３
を、たとえば２００～２７０°の角度でツイストされた
カイラルネマチック液晶からなる液晶層２５を介してシ
ール材２６により貼り合わせる。さらに両透明基板１
２、１３の間には液晶層２５の厚みを一定にするために
スペーサ３６を多数個配している。
【００５３】上記構成のように半透過膜２１を配設して
なる液晶表示装置７においては、反射型として用いた場
合（反射モード）には、太陽光、蛍光灯などの外部照明
による照射光は偏光板１５と位相差板１４と液晶パネル
とを順次通過するが、液晶パネルの内部に入射された光
はカラーフィルタ２２を透過して半透過膜２１に至り、
そして、半透過膜２１にて反射され、そして、液晶パネ
ルを通過し、位相差板１４と偏光板１５とを通過して光
出射される。
【００５４】一方、液晶表示装置７を透過モードにした
場合には、バックライトユニット３の照射光が偏光板１
７と位相差板１６と、さらに液晶パネルの透明基板１３
とを順次通過し、半透過膜２１を通過し、カラーフィル
タ２２を透過し、そして、液晶パネルを通過し、位相差
板１４と偏光板１５とを通過して光出射される。
【００５５】さらに半透過膜２１を透明基板１３上に形
成したことで、反射モードでは、とくに反射率を高める
ことで、より明るい輝度の表示が得られ、透過モードで
も高いコントラストが得られ、これによって反射モード
および透過モードの両機能を満足し得る程度にまで高め
ることができ、反射モードにて使用したパネルを、その
ままの条件で透過モードにも使用することができ、反射
モードもしくは透過モードのいずれの場合でも安定した
鮮明な色表示ができた。
【００５６】反射膜もしくは半透過膜２１は、たとえば
アルミニウムやクロム、ＳＵＳ系、Ａｇなどの金属薄膜
にするが、膜厚が大きくなると、光透過性が小さくな
り、光反射性が大きくなる。
【００５７】（例２）図２は本発明の他の液晶表示装置
７ａの断面図であり、図１に示す個所や部材と同一部位
には同一符号を付す。
【００５８】（例１）に示す液晶表示装置７において
は、液晶表示パネル８の表示画面側に透明導電膜を被着
するに当り、ガラスやアクリル板などの透明基板１０を
用いて、その上に透明導電膜１１を被着しているが、こ
のような構成に代えて、液晶表示パネル８の表示画面側
に配設した偏光板１５の上に直に、もしくは他の部材を
介して透明導電膜１１を被着している。
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7
【００５９】かかる他の部材を介する構成として、図１
４に示す。この例では、透明フィルムにＩＴＯ導電透明
膜を膜付けしたものを使用してもよい。
【００６０】そして、このような透明導電膜１１をケー
ス９に電気的に導通させ、その金属製のケース９をアー
ス（接地）することで、電気的にグラントに通電され、
これによって液晶表示パネル８を電磁シールドする。
【００６１】（例３）図３は本発明の他の液晶表示装置
７ｂの断面図であり、図１に示す個所や部材と同一部位
には同一符号を付す。
【００６２】本例では、（例１）や（例２）の各液晶表
示装置７、７ａにおいて、さらに透明導電膜１１の外面
上にタッチパネル２７を配した液晶表示装置７ｂであ
る。
【００６３】この液晶表示装置７ｂでは、液晶表示装置
７ａの上に、とくにタッチパネルが合成樹脂材からなる
抵抗式タッチパネル２７（たとえば、PET-PETタイプ）
を配設している。その他の構成は液晶表示装置７ａと同
じである。
【００６４】このような構成の液晶表示装置とPET-PET
タイプの抵抗式タッチパネルにおいては、タッチパネル
が正常に動作し、異常音を発することが無いことを確認
した。
【００６５】この点を詳しく述べると、ＳＴＮ液晶使用
している駆動方法により発生する電磁波ノイズの影響
で、PET-PETタイプの抵抗式タッチパネルが液晶表示の
表面をタッピングし、音が発生する現象があったが、こ
の現象を抑えることができた。
【００６６】ＳＴＮ液晶で使用している液晶は、その電
気的な分類では誘電体に属しており、液晶に直流を印加
し続けると液晶が分極してしまい、光スイッチング機能
として機能しなくなる。これを避けるために液晶に擬似
的に交流電圧で駆動する必要があり、実現するために対
向しているＩＴＯ電極に印加する電圧を一定期間毎に反
転させる必要がある。液晶には実際、20～30Vの電圧を
印加しており、一方の電極には20数Vの電圧を印加し、
もう一方の電極には数Vの電圧を印加している。これを
一定期間後に電極に加える電圧をそれぞれ20数V→数V、
数V→20数Vというように電圧を反転させている。このと
き、急激に電圧が変化することで電磁波ノイズが発生
し、液晶表示面から放出されてしまう。従来の構造を持
つ液晶表示装置では、表示面から放出される電磁波ノイ
ズはシールドされることなく液晶表示面上に配置された
PET-PETタイプの抵抗式タッチパネルを振動させ、タッ
チパネルと液晶表示面との間でタッピングし、振動音を
発生させていたが、表示面上に導電性膜を付けた電磁波
シールドを形成したことで、電磁波ノイズは軽減され、
音鳴りが解消されたことを確認した。
【００６７】（本発明の携帯電話）図７にて液晶表示装
置７、７ａ，７ｂを搭載した携帯電話２８を説明する。*
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*【００６８】この携帯電話２８によれば、小型の筐体２
９内に液晶表示装置７、７ａ，７ｂを配設している。筐
体２９の上部には送信／受信用のアンテナ３０を設け、
さらに表面にはレシーバ３１とマイク３２とが形成され
ている。
【００６９】（本発明の携帯端末）図８にて液晶表示装
置７、７ａ，７ｂを配設した携帯端末３３を説明する。
この携帯端末３３は携帯電話２８以外のさまざまな情報
端末として示す。たとえば、時計、計算機、ゲーム機
器、万歩計（登録商標）、ＧＰＳ、ＰＯＳ、ハンディー
ターミナル、工業計器などがあるが、これらに限定され
るものではない。
【００７０】この携帯端末３３においても、小型の筐体
３４内に液晶表示装置７、７ａ，７ｂを配設している。
【００７１】なお、本発明は上記実施形態例に限定され
るものでなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内で種々
の変更や改善などは何ら差し支えない。たとえば、上記
の実施形態においては、ＳＴＮ型単純マトリックスタイ
プのカラー液晶表示装置でもって説明しているが、その
他に双安定型単純マトリックスタイプのカラーおよびモ
ノクロ液晶表示装置やモノクロタイプのＳＴＮ型単純マ
トリックスの液晶表示装置、ＴＮ型単純マトリックスタ
イプの液晶表示装置であっても同様な作用効果が得られ
る。
【００７２】また、本発明の液晶表示装置を配設した装
置として、携帯端末でもって例示したが、その他、この
液晶表示装置を表示デバイスとして使用する各種機器に
も適用できる。たとえば、ミシン、ステレオ、楽器、ビ
デオ、ＡＴＭ、複写機やファクシミリ、駅、レストラ
ン、工場内の表示パネルなどのさまざまな表示機器の表
示板にも使用してもよい。
【００７３】
【発明の効果】以上のとおり、本発明の液晶表示装置に
よれば、液晶表示パネルの表示画面側に透明導電膜を被
着し、この透明導電膜を電気的にグラントに通電すべく
アース手段を配設して、液晶表示パネルを電磁シールド
したことで、表示品位を高めるとともに、表示画面を通
して入出される電磁波を防ぎ、この電磁波シールドでも
って液晶表示装置自体の、もしくは周囲の電子機器の誤
動作などのさまざまな悪影響をなくした。しかも、その
装置全体を通して入出される電磁波を防ぎ、電磁波障害
に対し強い液晶表示装置が得られた。
【００７４】また、本発明によれば、前記透明導電膜の
外面上にタッチパネルを配した液晶表示装置において、
表示面から放出される電磁波ノイズの振動に反応(共振)
に起因する発生音を下げたり、無くすることができた。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の液晶表示装置の断面概略図である。
【図２】本発明の他の液晶表示装置の断面概略図であ
る。
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【図３】本発明のさらに他の液晶表示装置の断面概略図
である。
【図４】従来の液晶表示装置の断面概略図である。
【図５】従来の他の液晶表示装置の断面概略図である。
【図６】本発明の液晶表示装置の液晶表示パネル８の要
部拡大断面図である。
【図７】本発明に係る携帯電話の正面図である。
【図８】本発明に係る携帯端末の正面図である。
【図９】透明導電膜をケース（筐体）に電気的に導通さ
せる構成の説明図である。
【図１０】透明導電膜をケース（筐体）に電気的に導通
させる構成の説明図である。
【図１１】透明導電膜をケース（筐体）に電気的に導通
させる構成の説明図である。 *
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*【図１２】透明導電膜をケース（筐体）に電気的に導通
させる構成の説明図である。
【図１３】透明導電膜の膜厚と透過率（光の波長：550n
m）との関係を示す線図である。
【図１４】偏光板上に透明導電膜を被着した構成を示す
断面概略図である。
【符号の説明】
１、６、７、７ａ、７ｂ・・・液晶表示装置
２、８・・・液晶表示パネル
３・・・バックライトユニット
４、９・・・ケース
５、２７・・・タッチパネル
１０・・・透明基板
１１、１２、１３・・・透明導電膜

【図１】 【図２】

【図３】
【図４】

【図５】 【図６】
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